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    1. Object : We have made the statistical observation from 1915 to 
1954 on  urolithiasis in 1748 cases. 138 cases out of them
, we found caluculus i
n more than two parts of urinary tract . When we recognize the above 
cases as separate one, they increase to 1890 cases in total . Relapes of 
urolithiasis are considered as 65 out of 1748 cases (3 .7%). 
    2. Frequency of Urolithiasis : Firstly when we classify urolithiasis 
from the location of caluculus renal caluculus correspond to 468 cases 
(24.8%), ureteral caluculus do 427 cases (22.6%), vesical caluculus 905 
cases (47.9%), urethral caluculus 70 cases (3 .7%), and prostatic calu-
culus 20 cases (1.0%). Secondly according to periodical observation 
 of, 40 years proposition of urinary stone shows the periodical difference
, 
generally speaking for. the first stage, we encountered many cases of lower 
urinary stone specially , of late it is tending to be upper urinary stone. 
According to yearly observation on all kinds of urolithiasis during 40 years
, i
t gad increased remarkably until year 1939 and since then it tended to de-
crease heavily by the influence of the Second World War . Again from the 
year 1949 began to increase and finally marked the highest point even 
known in 1954 , however, the save is not so remarkable as before in 
comparison with number of out-patient and cystoscopied ones . 
    3.  Difference in  Age  : The most of patient are ranging in from 
age of 21 to 30 which mark 432 cases (24 .7%) and the next is the 
people of the age 31 to 40 which correspond to 359 cases (20.5%), young 
and grown up patient have upper urinary caluculus in most case . Old and 







































































既報 の大正4年 か ら昭和26年 末 まで の37年 間 に
於ける当教 室尿石 症1392例に加 うるにそ の後昭 和29
年末 までの3年 間 の356例 を以 てす る過 去40年 間 の
1748例を調査 の対 象 とす る・ その 内138例(両 側 腎
結石47例,両 側尿管 結石12例 を含 む)に 於 ては尿路
2個所以上 に結石 を介在 してお り,之 を夫 々別個 に数
える時は総数1890例とな る・之 らの全 症例 を第1表
に示す・第2表 は 一定 の時期 に分 け て観察 した もの で
ある・尿路2個 所以上 に結 石 を合 併 す る138例(7・9
%)を 精 し く示 す と第3表 の如 くで あ る.そ の内,尿
路3個 所 に結 石 を合 併 す る5例 は,昭 和12年1例,
昭和28年2例,昭 和29年2例 で あ り,4個 所 に合
併 す る1例 は 昭和28年 で あ り,近 年 に於 て多数 の個
所 の尿路 結石 の発 現 を見 る・
尿石 再発 例 は1748例中65例(3.7%)に認 めた が








第2表 調 査 対 象















数1 379 732 141 496i1748








尿 管 結 石
膀 胱 結 石



























膀胱鏡鮫 数に対する比剰13・ ・% 12・%1 7.5% 10・9% 11・3%
備 考 1螺鱗 より 第二次大戦末及び戦後
120 稲田,後藤,酒徳一京大泌尿器科教室にお.ける過去40年間の尿路結石症の統衙的観察
第1表 尿 路 結 石 症 の 年 次
1
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% 23・・t 22・1 45・61 ・9・5,…回 54.5
備 考









別 蚊 に 部 位 別 観 察
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第 二次 大 戦の熾 烈 なる昭和18年 まで の13年 間 を,
次 で大 戦末期 か ら戦後 の昭 和23年 に至 る5年 間 を,
最後 の昭 和24-29年(6年 間)を 夫 々一時期 と分 け
た ・更 に之 ら各時期 に就 て,尿 石 の存在 部位 に よつて
分類,観 察 した.
先 ず全 期 に就 てみ る と腎石468例(24・8%),尿管
石427例(22.6%),膀胱石905例(47・9%),尿道
石70例(3.7%),前立腺 石20例(1・0%)に して,
下部尿 石 が上部 尿石 よ り僅 かに多 い が薯 しい 差 は な
い・而 して上部尿 石 中腎石 と尿管石 とはほ ぼ同数 で あ
り,下 部尿石 の大 多数 は膀 胱石 で ある.之 を諸 家の報






























次に上部尿石症 と下部尿石症 との 関係 を見る
に,上部尿石症は大正4～6年間には見られず,大正
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一 外 来患 者数 に対 す る%
膀胱 鏡検直 数 に対 す る%
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上部 尿路 結石 と腎結 核 との実数 比 較
1926～1954(29年間)
れ を対照 と して比 較 してみ る と,第1表 及 び第3図
に示す 如 く,大 正15年 には上部尿 石4例,腎 結核29
例 に て,そ の後 は程度 の差 は あるが常 に上 部尿石 よ り
も腎 結核 の方 が多 くあつ た・然 るに昭和27年 に至つ
て両者 の差 は僅少 と な り,昭 和29年 には上 部尿石
132例,腎 結核118例 とな り,初 め て上 部尿石 数 が
腎結核 を上 廻つ た ので ある、
III・尿路結石症の年令的関係
第5表 及び第4図 に示 す如 く21～30才に最 も多 く
432例にて24・7%を 占め てい る・以下 年 令の 進む に
つ れ て漸 次減 少 し,71～80才にて は59例(3・4%),



























■ 島甑 臨 石
[]下倣 賄 石
第4図 尿路結石症と年令曲線






















































第5表 及 び第5図 に示 す如 く,尿石 症1748例中男
子1552例(88.8%)に対 して女子196例(11・2%)
に して著 しい差 が あ る・年 令的 には 男子 に ては21～
30才が最 高に て以下 急 な曲線 を以 て減 少す るが,女子












第7表 職 業 別






















第5図 尿 路 結 石 症 の 性 別 年 令 曲 線
VL尿 路結石症の地方別
第8表 に見 る如 く京都 が54.4%を 占め,京 都 を除
く近畿 地 方が32.5%,その他12.2%となつ てい るの
は当然 であつ て,之 に よつ て京 都地 方 に特 に多 い とは
云 えな い.
第8表 地 方 別
地 方 別1例 数 %
結石部位 を性別 に就 て見 る と,第6表 に示 す如 く上
部尿石に於 ては,男 子 対女 子 の比率 は腎 石 にて3.5:1
ロ
尿管石 にて6・8:1であ るが膀 胱結 石 に ては15:1に し
て女子 は遥 かに少 く,尿 道結 石 は 男子70に 対 し女子
は皆無 となつ てい る・
第6表 結石部位と性別



























































前者 の如 く上 部尿石 は遠 い過 去 に は一般 に頻度 が
低 く,当教 室に て も大 正7年 頃 よ り少数 ずつ認 める様
に な り.昭和5年 よ り漸 く増 加 の傾 向 を認 め た・第 二
次 大 戦以後 に は一 時的 に減 少 した が.そ の後再 び増 加
の一途 をた ど り昭和28,29年 には急 激 に増 加 してい
る,之 は診断 法,特 に レン トゲ ン検 査 法 の発 達 に よ り
結石 の発見 が容易 に なった 事 と関 係 あ り,当 教室 に て
も昭和4年 末 に レンFゲ ン装置 を備 えた所 が昭 和5
年 よ り症 例 の増 加 を来 た して い る 事 よりも うか がえ
る.
上 部尿石895例 の 内・ 腎石 タ68例,尿管石427例
に して,そ の比 率はLl:1に して殆 ど差 がない,他 の
報告 と比 較す る と第4表 より東大0.5:1及びO.8:1,
慶 大3:1九大3・1:1,大連 医院1}7:1であつ て各 統計
に よ り差 が あるが,之 はその 時期,調 査 期間,症 状発
現 よ り診断 までの期間等 に よつズ 大 い に 影 響 され る
もの と考 う・
罹患側 に就 て見 ると第9表 の如 く左側 がや や多 い.
文献 に就 てみ る と左 右 まち まちで あ るが,略 々大差 な
い様 で あ る.両 側 は7.1%であ り,文 献 にて は一般 に
10%前後 となつ てい る.
尿管 内 に於 ける結石 の位 置 的分布 を昭 和27～29年
(3年間)の153例 につ い て調 べ ると第10表 の如 く,
上部 尿管48例(31.4%),中部尿 管13例(8・4%)・
下 部尿管92例(60・2%)に して下部 に最 も多 い・ こ
の分 類 は第 川 表 の註に従 っ た 高橋 ・楠 氏等 は130
例 中,上 部尿管32例(24.6%),中部尿 管1例(0・8
%),下 部尿 管97例(74・6%)・高安 ・齊藤 ・岸 本氏
等 は81例 中,上 部 尿管25例(30.9%)・中部 尿管3
例(3・7%),下部尿 管53例(65・4%).であ り,外 国
文献 に於 て も一様 に下部 尿管 に最 も 多 い 事が示 され
てい る.
年 令,性 別 に就 ては既 に述 べ る と ころがあつ たが.
第11表 上部尿路結石症の年令























































第12表 上 部 尿路結 石症 の 症状
1952～1954(3年間)
59(7・1%) 症 状 例 数 %
422(50・5%)
計 421 415 836
疹 痛階 湧














































































第13表 上 部 尿 路 結 石 症 の 治 療 法









自 然 排 出 178 21・3 1蹴 繍 下のものを含む
未 処 理 411 49・2一
上部尿石例 の みに就 て第11表 に示 す.即 ち836例
中男子 は690例(82・5%),女子 は146例(17.5%)
に して男子 に著 し く多 く,又 男子 と も21～30に才 に
最 も多 い.
昭和27～29年 の3年 間 の上 部尿 石270例 に就 て
臨床症 状 を調 査 した結 果 は,第12表 の如 く鈍 痛,疵
痛,腰 痛等 の各種 の疹 痛 が212例(78.4%)を占め て
最 も多 く1次 い で血尿88例(32.5%),発 熱18例
(6.6%),排石17例(6.2%)等 となつ てい る.疹 痛
血尿,排 石が上 部尿 石 の特有 の症 状 とされ てお り,本
統計 にて もこの3症 状 を多 く認 めj又 発 熱 が6.6%あ
るこ とは尿路 に結石 介在 す る 時 は尿路 染感 を惹起 し
1
易い事 を推察 せ しめ る,
上部尿石症836例 の治 療 法 に就 ては第13表 に示 す
如 く各種 の ものが あ るが,腎 摘 出術,腎 蔵 石 術,腎 孟
又は尿管裁 石術等 の観血 的処置 が244例(29.2e/,)で
あ り,蹄形 カテー テル法 の 如 き非 観血 的処 置 は3例 で
あ る・之 に対 し結 石 の 自然 排出 は178例(21・b%)に
してか な り多い と云 え る・未 処置 と云 うのは,外 来 診
察にて診断 を下 だ した が,そ の後患 者 の来院 しない者
等 も含 ん でい る.
第14表 膀胱結石症の年令
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膀胱結 石の頻 度,令 年,性 別 等 に就 ては既 に述 べ る
所が あつ たが更 に 精 し く年 令,性 別 を第14表 に示
す・ この中に は膀 胱 憩室 結 石が2例 含 まれ てい る.51
～60才に最 も多 く,男 子 は女子 の15倍 であ る。昭和
27～29年の3年 間 の97例 に就 て症状 を調べ た成績
は第15表 の如 く,排 尿痛53.6%,排尿 障碍46.4%,
頻尿36・0%,血尿21%,排 石8.2%等 とな つ てい る.
排尿痛,排 尿障碍,血 尿は膀 胱 結石 の3主 要徴 候 とさ
れ てお り,略 々それ に一致 す る結果 を示 してい るが,















































治 療 は第16表 に示す 如 く,非 観血 的 に砕 石術,異
物鉗子 にて摘 出,吸 出等 が最 も多 く,9・)5例中G68
例(76・1%)を占め てい る
を占め てい る.
第18表 尿 道結 石症 の症 状
1952～1954(3年間)















































尿道 結石 は第1及 び第2表 示 す如 く尿路 結石1890
例 中70例(3.7%)にす ぎない.本 邦例 では第4表 に
示 す如 く田村 氏 の12.3%が最長 で,高 橋,楠 氏等 の
3.4%ガ最低 となつて お り何 れ も比較 的少 い・
年令 は第17表 に示 せ る如 く,21～30才に多 く70
例 中24例(34・6%)を占め,続 い て31～40才,20
才以下,老 年者 と順次 少 くなつ てい る.
性 別 は70例 と も全 て男子 で女子 は1例 もない.女
子 に於 ける報 告 は極 め て少 く,解剖 学 的見地 よ り当然
肯 定 され得 る・
症 状は一 般 に膀 胱結 右 と似 た排 尿痛,血 尿,排 尿障
碍等 を起 こす と され るが・昭 和27～29年の3年 間 の
22例に就 て見 る と,第18表 の如 く排 尿障碍68.2%,
排 尿痛48.5%が多 い.
治 療法 は第19表 の如 く、異物 鉗子,膀胱 内へ逆行 せ















自 然 排 劇 ・1・ ・1
































第1及 び第2表 に示 す如 く尿石 総計1890例 中20
例(LG%)に す ぎず,稀 有に属 し,本 邦 に於 て も第4
表 の如 く高橋 ・楠 氏等1・7%,田村 氏1・7%・太 田氏
1・4%・松 見氏1・3%,高安 ・齊 藤 ・岸 本 氏 等0%と
なつ て お り極 めて 少い・然 し前立腺 結 石は 自覚症 が少
く,レ ン トゲ ン線 上 では所 謂Beckenfieckeに甚
だ酷 似 した陰 影 を造 る事等 より往 々 に し て 見逃 が さ
れ る場合 が少 くな い と云 う.
年 令 は第20表 に示 す如 く,41才 以上 に多 く61～
70才に8例(40%)を 占めてい る,今 北 氏 は本 邦例
14例中16才 の 年 少者 に1例 を認 め てい るが,甚 だ
稀 有 に属 し大 多数 は41才 以後 に発 生す る と云 う・
症 状 は昭和27～29年 の3年 間 の6例 に就 て調査
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第20表 前立腺結石症の年令 第23表 上部尿石症(270例)の既往症と合併症























肺 結 核 48 痔 核 9
腎 水 腫 35 腎 炎 6
膀 胱 炎 25 胃 潰 瘍 5
虫 垂 炎 23 腎 結 核 4
膀胱三角部異常症 18 副 睾 丸 炎 4
淋 疾 14 腹 膜 炎 4
腎 孟 炎 u ・謄 石 症 3
骨 折・ 骨疾患 9 腎 腫 瘍 1




前立腺 結石 症 の症状
1952～1954(3年間)






































































自 然 排 副
第25表 尿道結石症(22例)の既往症と合併症





































270例の主要既 往症 と合 併症 とは第23表 の通 りであ
つて肺 結核 が首位 で48例 占めてい る.泌 尿器 科的 の
もの と しては腎 水腫 が35例,膀 胱炎 が25例 で比較
的多 い.腎 結 核 を合併 す る もの は4例(148%)で 一
般 に云 わ れてい る様 に頻 度は極 め て低 い.
同期 間 中の膀胱 結石97例 につい ては,膀 胱 炎19例












































患 者 の居所 は 京都府 下 の ものが主 で42例 ・約2/3
を占め,滋 賀県8,大 阪府4・ そ の他6と なつ てい
る・ ,
患 者の職 業 は会社 員24・無職10,農 業8・ そ の他
6で あ る.
2.家 族歴
諸結 核症 は 上部 尿石 の10例 に 見 られ る・ 尿石症 の
家 族歴 を有 す る も の は 上 部及 び下部 尿石 症 に各々3
例,計6例 であつ て・全 調 査症 例 の10・0%を占 めて
い る,即 ち息者 の父2例,兄 弟2例,祖 父 お よび息子
各1例 で ある.こ の ことは体 質,生 活環 境等 が関 与
す る もの と考 え られ る点 で興 味 が深い ・
3.藥 物使 用
プ ロン トジール の発 見 に よ り始 まつ た 化 学療 法 は
薬物 の利 用が増 加 す るに従つ て そ の副作 用,就 中血
尿,結 晶 尿,結 石症等 の泌尿器 科 的合併 症 は等閑 に附
せ られ ぬ様 になつ た・
我 々は60例 中5例(8.3%)にこれ を認 めた(第28
表).内4例 が パ スに よる もの で,サ ル フ ア剤 に よる
ものが1例 であ る.
4.長 期臥 床
長 期臥床 が結 石形 成 に重大 な影 響 を及 ぼす事 は,古
くBastion(1861)以来 一般 に広 く知 られて いる と
ころ である.
我 々の 統計 で も5ケ 月以上 にわ た る長 期 臥床 の既
往 を有 し,こ の期間 中に尿石 が形 成 された と推定 され
る もの は9例15.G%を 算 し,そ の大部 分 の もの が上
部 尿石 であ る・
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(内,2ケ 所 併 発3例)
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第29表 長 期 臥 床 と 関 係 あ り と考 え ら れ る症 例
1
症例 性別 年令 結 石 部 位 臥床期間 発症迄 の期間 臥 床 理 由 備 考
1 δ 65 膀 胱 5ケ 月 臥 床 中 前立腺肥大症
2 6 21 右 腎 100日Y3 4年 後 左上腿骨髄炎
3 6 23 右腎及尿管 2年3ケ 月 臥 床 中 肺 結 核
4 6 48 両 側 腎 3年 25年 後 肺 結 核 両 側 巨大 結 石
5 6 21 右 尿 管 6ケ 月 3年 後 肺 結 核
6 δ 30 左 腎 10ケ 月 5年 後 肺 結 核
7 δ 21 膀 胱 3年6ケ 月 臥 床 中 股関節結核
8 δ 29 右腎 膀胱 2年 臥 床 中 右大腿骨折
、9 ♀ 21 左 尿 管 8ケ 月 3ケ 月 後 肺 浸 潤
第30表 骨 ・関節 疾 患 及 び損 傷 と関 係 あ りと考 え られ る症 例





































左 趾 骨 々 折
右上腿頚部骨折
変形性背椎炎
右 尺 骨 々 折
左股関節結核
右 上 腿 骨 折
約4年 後
約8年 後無症状にて偶然レ線にて発見















折19例 に 尿石 を見た と報告 されてい るが,我 η も調
査期 間 中に7例(11・7%)を発 見 したが,下 肢病 変 が
5例 で最 も多い(第30表),
6・ 慢 性 胃疾 患
Kretschmer以来 多 くの 学者 に よつて 胃潰 瘍 と尿
石症 との 関係 につ いて種 々述べ られ てい るが,胃 酸度
の変 調 に よる尿pHの 変動 その他 に よる もの で ある
とされて い る,又Mosqueria等(1947)によ ると心
身 の緊張,興 奮 に よる 自律 神経系 統 の不 調和 が 胃酸 過
多症,消 化性 潰 瘍 の原 因 と考 え られ る如 く,こ の神経
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第31表 慢 性 胃疾患 と関 係 あ り と考 え られ る症例















































胃 酸 過.多 症
高度 の 胃腸 障 碍
胃 酸 過 多 症
胃 酸 過 多 症
胃 障 碍
胃 酸 過 多 症
胃 酸 過 多 症
胃 潰 瘍




















胃切除 術 前 に発 症
経 過 中

















術 後絹 糸 を中心 ど して発 生 した43才 の膀 胱結 石症 の
患者 が あ る.
8・ その 他
Burkland及びRosenberg(1955)による米 国
にお ける尿石症 の統 計的 調査 に よつ て も・牛 乳の多量
摂取 が結石 形成 に関 係あ りと考 え られてい るが,我 々
の所 で も60例 中、1日2合 以 上 を連 用 してい る ものが














副 性圖 結石部酬 合 併 症 名
1 δ 65 膀 胱 前立 腺 肥 大 症
2 δ 70 膀胱・右尿管 前立腺肥 大 症
3 δ 39 尿 道 尿道 狭窄・尿痕
4 δ 41 右 腎 嚢 膣 腎
5 δ 42 右 腎 萎縮膀胱による右腎水腫
6 δ 28 左 上 腎 左 重 複 腎 孟
7 δ 27 右 腎 馬 蹄 鉄 腎
8 ♀ 67 右 腎 右 腎 腫 瘍
9 δ 59 膀 胱 前立腺肥 大 症
10 ♀ 51 膀 胱 膀 胱 一 膣 撰
11 δ 48 膀 胱 尿 道 狭 窄
12 a 65 膀 胱 前立腺肥 大 症
















回答 を求 めた.は がき 発 送は30年1月 で,最 短経 過
日数 は6ケ 月 であ る.回 答数 は270例 で その 内訳は
第35表 の如 くであ る・
2.鵬 査 成績
回答 のあつ た270例 中1ケ 所 のみ に結石 を存 して
いた ものは第36表 に示 す 如 く248例で,そ の 内再 発
例は1'6例(6・5%)であ る・そ の内尿管 蔵 石術 は21例
中5例,腎 孟 裁石術 は4例 中1例 に再発 を見 ・甚 だ高
率 である 死 亡 の6例 は腫 瘍 併発 に よる もの3例,結
核性脳膜炎2例 ・不 明1例 となつ てい るが ・手 術 そ の
他の処置 に よる死 亡例 は ない.
第35表 調 査 対 象































上 部 尿 石 症 45例中 12





治 療 法1症 例鞭 瑚 死亡数












孟 裁 石 術
管 裁 石 術
高位切開膀胱裁石術
膀 胱 内 砕 石 術
膀胱異物鉗 子 使用
尿 道 切 開 術
尿道異物 鉗 子使 用










































尿 管 裁 石 術
膀 胱 内 砕 石 術
膀胱異物鉗子使用
尿 道 切 開 術
一 部 自然 排 出
腎 裁 石 術
一 部 自然 排 出
尿道異物鉗子使用
尿 管 裁 石 術
一 部 自然 排 出































































































に就 て統計的観察を行 つた,そ の内138例 にては尿路 の2個 所以上に結 石を介在 してお り,
之 を別個に数える と1890例となる・尿 石再 発例 は1748例中65例(3.7%)であ る・
(2)尿石症 の頻度:結 石の部位に よつて分類す ると腎石468例(24・8%)・尿管 石427例
(22・6%),膀胱 石905例(47・9%),尿道石70例(3・7%)・前立腺 石20例(LO%)で ある・
次 に40年 間を4時 期に分けて観察する と,部 位 別結石の比率は時期に よつて相違す る・概
して初期には下部尿石が多 く.最 近には上部尿石が著 しく多 い.全 尿石 症の年度 的増減を見
ると昭和14年 迄 は漸増 し,以 後漸減 し,第 二次大戦 の影響が思われ る.昭 和24年 よ り再
び増 加 し,29年 には未曾有の多 数である.然 し外来患老数及び膀胱鏡検査数 に対 す る比率
はそれほ ど著 しくない.
(3)年令的関係:21～30才に最 も多 く432例(24。7%)に達 し,次 で31～40才 の359
例(20.5)である・青,壮 年にては上部尿石が多 く,中 年以上 と若 年者 にては下部尿石が多
い.
(4)性 別:男 子1552例(88・8%),女子196例(11.2%)であ る.男 子 にては21～30才
が最高 にて以下急 に減少す るが,女 子にては31～40才 が最高にて緩 やかに減少す る.結 石
部位の男女比率は腎 石3・5:1,尿管石6.8:1,膀胱石15=1,尿道石70:0である.
(5)職業別:俸 給生活者が最 も多 く,農 業が之に次 ぐ・ 頭脳的職業者 と肉体 労働老 とで
は前者に多い.之 は従来 の統計 と異る所であ る・
(6)地方別:京 都が最 も多 く,次 で京都 を除 く近畿地方 である.
(7)上部尿石症に就て:腎 石 と尿管 石 との比は1・1:1である.罹 患側は左側 がや 」多 く,
両側 は7・1%であ る・尿管内 の位置的 分布は下部か最 も多 く.次 で上部,中 部である.上 部
尿石の男女比率は82・5:17・5であ り・男女 ともに21～30才 に最 も多い.臨 床症状は疹痛 が
最 も多 く・次で血尿・発 熱 排 石である・治療法は多様 であ り,手 術244例,非 観血的処
置3例,自 然排 石178例である.
(8)膀胱 結石:51～60才に最 も多い・症 状は排尿痛,排 尿障碍,血 尿の順 である.治 療
法は砕石術が最 も多 い・




(11)既往症 と合併症:上部尿石にては肺結核,腎 水腫が多 く.膀胱石にては膀胱炎,前
立腺肥大症が多い・
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(12)病因的調査:(i)調査対i象は60例 の尿石症であ る.(ii)家族歴に結核あ るもの10
例・尿石症あ るもの6例 がある・(iii)薬物使 用 との関係 はPAS4例,サ ル フア剤1例 で
ある・(iv)長期臥床9が 例 ある・(v)骨 ・関節疾 患が7例 ある・(vi)慢性 胃疾患11例 が
ある・(vi{)尿路に合併症 のある ものが膀胱結石にて6例 ある.(viii)その他に牛乳多飲者
がll例,多 量発汗 の作業者が1例 ある・
(13)尿石治療 の遠隔成績:(」)調査対象 は郵便に よる回答270例であ る.(ii)調査成績
は,1箇 所 のみに結石のあつた248例 中再発は16例 である・その内尿管裁石術21例 中5
例,腎 孟蔵石術4例 中1例 に再発 が見 られた・(iii)特に載 石術 の遠隔成績に就て:腎,腎
孟或は尿管裁石術後相当年月後 に尿路精密再検査 を行つた13例 中5例 に確実な再発 を認め
た.
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